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入学生徒の比較 

農 上野校 市場校 赤池中 

37年 50人 181人 422人 

41年 35人 98人 221人 

昭和41年3月25日発行 

編 集 発 行 

福岡県田川郡赤池町 

赤 池 町 公 民 館 

町の 人 口 

(1．月） 

総人口 10,565人 

男 5,032人 

女 5,533人 

世帯数 2,682 

転 入 49 

転 出 135 

出 生 3人 

婚 姻 5人 

死 亡 7人 

J”八） 

うれしいなあーもうすぐ一年生 

‘
市
場
小
学
校
ダ
ー
 

四
月
五
日
に
予
定
さ
れ
て
い
 

ま
す
。
こ
の
ほ
ど
、
市
場
小
 

学
校
に
新
し
く
入
学
す
る
児
 

童
の
知
能
テ
ス
ト
や
健
康
診
 

断
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
 

も
達
は
、
お
母
さ
ん
に
連
れ
 

ら
れ
て
、
気
持
は
（
も
つ
一
 

年
生
‘
、
知
能
テ
ス
ト
は
入
 

学
前
の
力
だ
め
し
で
組
分
け
 

の
参
考
に
な
り
、
健
康
診
断
 

の
方
は
入
学
ま
で
体
の
悪
い
 

と
こ
ろ
を
直
し
て
、
入
学
式
 

の
日
は
、
み
ん
な
元
気
に
、
 

揃
っ
て
入
学
式
を
迎
え
る
よ
 

う
に
、
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
 

市
場
小
学
校
は
、
児
童
の
 

多
い
時
は
（
一
一
学
級
）
あ
 

り
ま
し
た
が
、
今
年
の
入
学
 

児
童
数
は
九
八
人
で
（
三
学
 

級
）
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
 

の
よ
う
な
減
少
の
原
因
は
調
 

査
す
る
ま
で
も
な
く
、
石
炭
産
業
の
合
理
 

化
や
、
家
族
計
画
が
合
理
的
に
推
進
さ
れ
 

て
い
る
こ
と
に
原
因
が
あ
り
ま
す
。
 

写
真
は
先
生
に
体
重
を
は
か
っ
て
も
ら
 

「
つ
よ
い
子
た
ち
【
 

、
巣
立
つ
・
中
学
生
の
進
路
 

大
半
が
県
内
に
お
ち
つ
く
一
就
職
一
 

九
カ
年
の
義
務
教
育
を
終
え
、
懐
し
 

い
、
こ
の
学
び
舎
を
あ
と
に
、
巣
立
つ
中
 

学
卒
業
生
は
、
男
子
（
一
八
一
）
名
女
子
 

（
一
五
八
）
名
、
計
三
三
九
名
で
卒
業
生
 

の
中
に
は
、
進
ん
で
高
校
へ
、
あ
る
い
は
 

就
職
し
て
直
ち
に
実
社
会
に
ふ
み
出
し
、
 

あ
る
い
は
家
業
に
従
事
す
る
人
・
卒
業
生
 

就職先蓑況 （赤池中学校） 

高等学校合格状況 

た
ち
は
、
今
将
来
へ
の
大
事
な
出
発
点
に
 

立
っ
て
い
ま
す
。
 

進
む
道
は
違
い
ま
す
が
、
卒
業
生
の
就
 

職
先
、
都
道
府
県
別
と
、
進
学
希
望
校
を
 

調
査
し
て
見
ま
し
た
が
、
巣
立
つ
赤
池
中
 

学
生
の
進
路
は
次
の
と
お
り
で
す
 

ノ
 

行先名 男 女 計 

東 京 7 1 8 

大 阪 .8 10 1各 

名古屋 4 9 13 

岐 阜 1 2 3-

奈 良 0 2 2 

県 内 2j . 
■ 

8 
●
、
J
 

~ 

10 

直 方 4 4 8 一 

田 3 3 6 

詳裁学校 10 10 

家 事 7 7 

訓練所 8 8 

討
 

ム
口
 

37 56 93 

学校名 受験者数 合格者数 

田11腐校 24 23 

田川農林 30 27 

田川東 55 50 

田川工業 34 22 

田H簡業 13 8 

鞍手高校 

鞍手分校 174 

、 17
 

3
 

筑豊高校 7 6 

筑豊工業 8 7 

計“ 192人 1昭人 

町

内

の

ニ

ュ

ー

ス

を

 

結
構
で
す
か
ら
、
五
西
字
程
度
に
ま
と
め
 

広

報

あ

か

い

け

に

 

て
、
町
公
民
館
広
報
係
宛
に
お
送
り
下
さ
 

町
内
の
ど
ん
な
小
さ
な
ニ
ュ
ー
ス
で
も
 

し

ー

 



(3) 広 (2) ‘一 

、
 

‘

、

 

、
 

力
 

あ
 

報
 

広 ・
一
 、

 
か
 

あ
 

報
 

環
境
衛
生
や
手
洗
い
の
 

習
慣
に
つ
と
め
よ
う
 

「赤痢が教えるものコ
赤
池
町
に
発
生
し
た
集
 

団
赤
痢
患
者
は
「
一
五
一
 

」
人
、
残
院
患
者
は
「
四
 

」
人
で
峠
を
越
し
、
町
 

民
み
な
さ
ん
に
は
、
こ
 

れ
ま
で
不
安
な
毎
日
を
過
 

さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
 

が
、
対
策
本
部
で
は
、
悪
 

疫
の
大
き
な
蔓
延
を
防
ぎ
 

と
め
る
た
め
，
綿
密
な
消
 

毒
を
実
施
し
て
、
世
間
へ
 

病
毒
の
散
布
す
る
こ
と
を
 

防
止
す
る
こ
と
に
努
め
ま
 

是 

わ
た
し
た
ち
は
、
こ
の
集
団
赤
痢
か
ら
あ
 

ら
た
に
予
防
医
学
の
知
識
を
再
確
認
し
 

て
、
衛
生
思
想
の
普
及
に
、
一
人
一
人
が
 

つ
と
め
「
治
療
よ
り
も
、
そ
の
前
の
予
防
 

の
妙
手
が
大
切
で
あ
る
」
こ
と
が
、
こ
の
 

赤
痢
か
ら
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
 

〇
手
洗
い
の
習
慣
を
 

身
に
つ
け
よ
う
 

手
洗
い
な
ど
は
（
寒
い
、
冷
い
（
か
ら
 

つ
い
手
洗
い
を
忘
れ
る
こ
と
は
、
家
庭
で
 

の
よ
い
習
慣
が
守
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
だ
 

と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
手
洗
い
の
習
慣
を
 

身
に
つ
け
る
に
は
、
子
ど
も
で
も
気
軽
に
 

手
が
洗
え
る
よ
う
な
場
所
を
作
っ
て
や
れ
 

ば
、
習
慣
的
に
手
が
洗
え
る
よ
う
に
な
る
 

と
思
わ
れ
ま
す
。
 

〇
ゴ
ミ
や
汚
物
を
河
川
 

に
捨
て
な
い
で
 

こ
の
呼
び
か
け
は
、
た
び
た
び
紙
上
に
 

掲
載
し
て
協
力
を
求
め
て
い
ま
す
が
、
春
 

か
ら
夏
に
か
け
て
、
学
校
が
解
放
さ
れ
た
 

子
ど
も
の
水
遊
び
の
場
に
な
り
ま
す
。
今
 

りP
もl
》、l
低
z
も
J
も1
'
‘
」
、
7
う
」
い
‘
．
2
て
，
よ
み
」
、
、
I
」 

、
春
か
ら
夏
に
か
け
、
 

）
「
ハ
ェ
」
 
が
発
生
し
 

〈
ま
す
し
台
所
や
、
便
 

《
所
は
、
き
れ
い
に
し
 

》
ま
し
ょ
～
つ
く
 

町

内

は

い

ま

工

事

た

け

な

わ

 

優
秀
な
性
能
を
誇
る
消
防
車
 

第

一

分

団

に

配

置

 

三
月
七
日
、
上
野
に
あ
る
天
郷
青
年
の
 

家
に
お
い
て
、
町
長
を
は
じ
め
、
町
内
の
 

関
係
者
多
数
参
列
し
て
、
新
し
く
購
入
さ
 

れ
た
消
防
三
輪
車
の
入
魂
式
が
行
な
わ
 

れ
、
第
一
分
団
安
延
孝
団
長
に
配
置
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

老
朽
消
防
車
と
関
連
し
て
購
入
さ
れ
ま
 

し
た
消
防
「
需
車
は
、
最
も
優
秀
な
性
能
 

を
誇
る
、
ダ
イ
ハ
ツ
消
防
「
覇
車
で
、
走
 

行
と
ポ
ン
プ
が
同
ー
エ
ン
ジ
ン
で
、
取
扱
 

い
や
狭
い
進
路
の
走
行
が
容
易
で
機
動
性
 

が
増
大
す
る
な
ど
幾
多
の
特
徴
が
あ
り
ま
 

す。 

配

置

さ

れ

た

消

防

車

 
赤
池
町
消
防
団
長
他
田
五
郎
氏
は
消
防
 

機
動
力
の
態
勢
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
 

っ
て
い
ま
 

長
 
す。 

明
 

町
か
ら
 

池
 

第
一
分
団
 

（
上
野
）
 

に
老
朽
消
諺
可
F
力
わ
る
．
新
車
の
配
置
 

に
よ
っ
て
、
各
分
団
の
機
動
力
は
一
応
整
 

備
さ
れ
ま
し
た
が
、
消
防
の
任
務
は
火
災
 

予
防
だ
け
に
遂
行
す
る
の
で
は
な
く
て
、
 

あ
ら
ゆ
る
災
害
の
防
止
や
、
応
急
復
旧
に
 

あ
た
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
 

み
な
さ
ん
に
は
、
災
害
に
対
す
る
注
意
 

は
、
町
広
報
等
で
周
知
徹
底
＼
レ
て
お
り
ま
 

す
が
、
火
の
元
に
は
＋
分
注
意
し
て
い
た
 

だ
き
、
火
事
の
場
合
通
報
は
必
ず
「
火
事
 

」
と
交
換
手
に
お
つ
げ
下
さ
い
h
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保
険
金
を
負
担
さ
せ
ら
れ
る
従
業
員
 

岩
田
さ
ん
は
運
送
会
社
に
動
め
て
い
ま
 

し
た
が
、
健
康
保
険
や
、
厚
生
年
金
保
険
 

料
な
ど
は
従
業
員
が
負
担
す
べ
き
だ
と
い
 

叫
 
う
こ
と
で
全
額
月
々
の
給
料
 

か
ら
差
引
か
れ
て
き
ま
し
 

た
。
し
か
し
友
人
に
聞
く
と
 

こ
れ
ら
の
保
険
料
は
当
然
一
 

部
を
会
社
が
負
担
す
べ
き
も
 

の
だ
と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
 

こ
で
岩
田
さ
ん
は
最
寄
り
の
 

行
政
相
談
委
員
を
尋
ね
て
こ
 

の
よ
う
な
差
引
は
や
め
て
い
 

た
だ
く
よ
う
に
あ
っ
せ
ん
し
 

て
下
さ
い
と
申
し
出
ま
し
 

た。 申
出
を
う
け
た
行
政
相
談
 

委
員
は
直
ち
に
こ
の
旨
行
政
 

監
察
局
に
報
告
し
ま
し
た
の
 

で
、
行
政
監
察
局
は
早
速
県
み
通
じ
て
管
 

轄
の
社
会
保
険
事
務
所
に
連
絡
し
ま
し
た
 

と
こ
ろ
、
会
社
は
従
業
員
八
名
の
健
康
保
 

険
、
厚
」
」
車
金
、
失
業
保
険
料
を
個
人
負
 

担
と
し
て
給
料
か
ら
差
引
い
て
い
る
こ
と
 

が
判
り
ま
し
た
の
で
、
社
会
保
険
事
務
所
 

は
被
保
険
者
の
負
担
し
た
金
額
を
本
人
に
 

返
え
さ
せ
、
会
社
は
自
分
の
分
を
負
担
す
 

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
こ
の
町
の
話
し
で
は
あ
り
ま
せ
 

ん
が
、
こ
の
よ
つ
な
話
し
に
限
ら
ず
不
満
 

や
困
り
ご
と
は
ご
遠
慮
な
く
九
州
管
区
行
 

政
監
察
局
（
福
岡
市
舞
鶴
二
丁
目
）
か
赤
 

池
町
猿
田
に
お
住
い
の
木
村
伴
太
郎
行
政
 

相
談
委
員
に
お
申
し
出
で
下
さ
い
、
無
料
 

で
し
か
も
秘
密
を
守
っ
て
こ
の
よ
う
な
相
 

談
に
の
っ
て
く
れ
ま
す
。
 

（
行
政
管
理
庁
〕
 

か
ら
河
川
の
美
化
に
つ
と
め
、
わ
た
し
た
 

ち
の
周
囲
を
誰
れ
が
見
て
も
、
何
も
恥
し
 

い
場
所
が
な
い
よ
う
に
、
文
化
人
と
し
て
 

の
誇
を
感
じ
得
る
よ
う
に
あ
り
た
い
も
の
 

で
す
。
 

不
安
な
気
持
ち
で
検
便
を
う
け
 

る
住
民
 

（
写
真
上
）
 

新
赤
池
橋
を
利
用
す
る
 

際
大
変
不
便
を
蒙
っ
て
い
ま
し
た
。
本
 

路
線
に
よ
る
搬
送
交
通
量
が
日
と
と
も
 

に
激
増
し
て
い
ま
す
。
こ
の
取
付
道
路
 

の
完
成
に
よ
っ
て
、
町
の
交
通
は
、
い
 

う
に
及
ば
ず
、
町
の
発
展
の
う
え
に
も
 

大
き
な
さ
さ
え
と
な
り
ま
す
。
完
成
は
 

」
万
末
で
す
。
 

（
写
真
中
）
 

い
ま
上
野
大
浦
に
同
和
 

事
業
の
一
環
と
し
て
（
香
月
組
）
に
よ
 

っ
て
隣
保
館
を
建
築
し
て
い
ま
す
。
こ
 

の
隣
保
館
の
経
費
は
国
庫
補
助
で
、
ま
 

か
な
わ
れ
、
．
今
後
地
域
主
弓
 

上
野
さ
ん
ら
 

永
年
勤
続
で
 

表
彰
さ
る
 

（
商
工
会
）
 

」
万
五
日
赤
池
町
九
区
公
民
館
で
商
工
 

会
の
表
彰
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

大
庭
薬
店
に
勤
務
し
て
い
る
上
野
智
都
 

子
さ
ん
が
優
良
従
業
員
と
し
て
、
県
商
工
 

連A
曇
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
 

〇
表
彰
さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
 

O
県
商
工
会
長
賞
 

上
野
智
都
子
（
大
庭
薬
店
）
 

O
町
商
工
会
長
賞
 

柴
田
ツ
ネ
子
、
中
野
静
夫
（
長
谷
川
製
 

麺
所
）
、
 

世
良
暗
一
郎
、
 

綿
貫
康
則
 

（
世
良
鮮
魚
店
）
、
平
田
主
計
、
小
島
 

京
二
、
坂
本
辰
男
、
坂
本
美
代
子
、
池
 

田
真
弓
（
小
島
ク
り
ー
ニ
ン
グ
店
）
、
 

木
戸
貫
一
、
 

木
戸
昭
二
 

（
亀
井
精
肉
 

店
）
金
子
敏
枝
、
永
末
寛
典
、
 

（
藤
高
 

石
油
店
）
、
浅
野
チ
エ
ノ
、
岩
尾
ト
（
こ
 

子
、
大
北
ま
す
江
（
池
田
豆
腐
店
）
、
 

今
畑
好
一
（
今
畑
電
気
店
）
熊
谷
善
文
 

（
熊
谷
輪
業
商
会
）
、
村
端
重
己
（
堺
 

米
穀
店
）
、
永
田
秋
代
（
大
庭
本
店
）
 

村
上
猛
。
月
次
電
気
店
）
、
坂
本
一
栄
 

（
ア
ワ
ヤ
呉
服
店
）
、
立
花
秋
太
郎
 

（
高
田
窯
元
）
、
中
神
ム
ツ
子
（
青
木
 

理
容
店
）
以
上
 25 

名
 

役
場
の
手
続
き
の
仕
方
①
 

町
民
の
皆
さ
ん
が
い
ろ
い
ろ
な
手
続
 

き
を
さ
れ
ま
す
が
、
だ
れ
が
、
い
つ
、
 

ど
こ
に
、
こ
ら
れ
て
も
す
ぐ
わ
か
る
よ
 

う
に
簡
単
な
各
課
の
手
続
き
の
欄
を
設
 

け
ま
し
た
。
ご
家
庭
で
だ
れ
が
い
つ
 

見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
保
管
し
て
下
さ
 

い
。
・
 

①
教
育
委
員
会
窓
ロ
 

転
入
、
転
出
ー
配
給
係
ー
戸
籍
（
住
 

民
票
）
ー
教
育
委
員
会
で
手
続
き
を
済
 

せ
て
か
ら
学
校
へ
手
数
料
は
無
料
で
 

す。 ②
戸
籍
窓
口
 

手
続
き
に
必
要
な
用
紙
は
窓
口
に
あ
 

り
ま
す
。
手
数
料
は
窓
口
に
納
め
て
下
 

さ
い
．
 

O
印
鑑
届
 

印
鑑
登
録
は
成
人
に
な
ら
な
け
れ
ば
 

で
き
ま
せ
ん
。
委
任
し
た
場
合
は
保
証
 

人
（
成
人
）
二
人
必
要
と
し
ま
す
。
手
 

数
料
は
い
り
ま
せ
ん
。
 

〇
印
鑑
証
明
 

?‘ 

七
 

や
、
研
修
、
講
習
会
に
あ
て
ら
れ
ま
 

す。 
（
写
真
下
）
 

赤
池
町
上
水
道
工
喫
 

市
場
地
区
の
上
水
道
工
事
が
急
ピ
ッ
チ
 

で
（
浅
野
工
事
）
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
 

て
い
ま
す
。
こ
の
地
域
は
鉱
害
に
よ
る
 

被
害
が
大
き
く
、
水
不
足
に
悩
ま
さ
れ
 

有
効
期
間
三
カ
月
、
本
人
が
手
続
き
 

で
き
な
い
場
合
は
委
任
状
を
必
要
と
し
 

ま
す
。
手
数
料
は
一
枚
五
で
円
、
委
任
 

状
の
場
合
印
紙
五
円
。
 

〇
出
生
届
 

届
人
は
父
母
、
同
居
人
、
医
師
、
期
 

間
は
出
生
の
日
か
ら
十
四
日
以
内
で
 

す
。
届
出
を
済
ま
せ
た
ら
戸
籍
謄
本
を
 

と
り
よ
せ
て
確
認
D
P
み
る
必
要
が
あ
×
“
 

り
ま
す
o

手
数
料
は
一
枚
四
＋
円
・
恥
 

繋挙0 

「 

〇
死
亡
届
 

届
人
は
同
居
の
親
族
、
期
間
は
死
亡
 

の
日
か
ら
七
日
以
内
、
死
亡
届
を
出
さ
 

な
い
と
会
葬
が
で
き
ま
せ
ん
。
 

Q
」
」
民
登
録
 

届
出
期
間
は
転
入
か
ら
十
四
日
以
内
 

で
す
。
住
民
票
請
求
の
場
合
、
手
数
料
 

一
枚
五
十
円
 

〇
身
元
証
明
 

本
籍
地
で
な
け
れ
ば
請
求
で
き
ま
せ
 

ん
。
手
数
料
一
枚
五
＋
円
 

●
，
●
●
●
．
‘
 

て
お
り
ま
し
た
。
完
成
に
よ
っ
て
約
三
 

五
〇
戸
の
住
民
が
水
不
足
か
ら
解
消
さ
 

れ
ま
す
。
完
成
は
「
万
末
の
予
定
で
す
 

・

ー

・

‘

・

・

ー

・

ー

・

〉

ー

・

ー

・

ー

・

ー

・

》

●

●

《

‘

●

◆

・

・

》

・

・

ー

・

‘

 

タ
バ
コ
は
町
内
の
売
店
で
買
い
ま
し
ょ
・
つ
 

皆
さ
ん
が
タ
バ
コ
を
町
内
の
売
店
で
買
わ
れ
ま
す
と
、
販
売
本
数
に
よ
っ
て
 

タ
バ
コ
消
費
税
と
し
て
町
の
税
収
入
に
な
り
ま
す
。
 

知
っ
て
い
ま
す
か
、
タ
バ
コ
は
町
の
税
収
入
に
な
る
こ
と
を
 

大
体
毎
月
四
＋
万
円
程
度
、
年
間
五
百
万
円
く
ら
い
が
赤
池
町
の
収
入
財
源
 

と
な
り
、
町
の
台
所
を
う
る
お
し
、
町
の
発
展
と
明
る
い
町
づ
く
り
に
役
立
つ
 

わ
け
で
す
。
 

●

！

!

！

●

！

!

!

！

●

！

!

!

!

 

学

資

づ

く

り

は

 

ふ
だ
ん
か
ら
計
画
的
に
 

⑥
学
資
の
準
備
 

※
大
学
ま
で
は
と
い
う
け
れ
ど
・
ー
・
。
 

子
を
も
つ
親
な
ら
誰
で
も
子
供
だ
け
は
 

大
学
ま
で
と
思
う
の
が
当
然
。
 

だ
が
現
在
は
息
子
三
人
大
学
へ
や
れ
ば
 

身
上
が
つ
ぶ
れ
る
時
世
で
あ
る
。
 

い
や
息
子
一
人
で
も
青
息
吐
息
と
い
？
つ
 

の
が
現
状
だ
ろ
う
。
 

※
子
供
一
人
大
学
へ
や
る
に
は
い
く
ら
：
・
 

入
学
金
、
そ
の
他
私
立
大
学
の
初
年
度
 

納
入
金
は
去
年
に
比
べ
て
平
均
九
・
八
％
 

の
値
上
げ
で
平
均
十
七
万
円
。
備
え
な
き
 

親
に
と
っ
て
は
合
格
し
て
く
れ
な
い
方
が
 

ア
リ
ガ
タ
イ
よ
う
な
数
字
で
あ
る
。
 

文
部
省
の
「
昭
和
四
十
年
度
学
生
生
活
 

調
査
」
に
よ
る
と
、
自
宅
通
学
生
の
年
平
 

均
生
活
費
は
国
立
で
十
一
万
九
千
円
、
私
 

立
で
十
八
万
八
千
円
と
い
う
こ
と
で
あ
る
 

か
ら
、
卒
業
す
る
ま
で
国
立
が
約
五
＋
万
 

円
、
私
立
が
約
八
＋
万
円
と
い
う
と
こ
ろ
 

で
あ
「
勺
 

一
方
下
宿
生
と
な
れ
ば
国
立
で
も
年
間
 

平
均
二
十
四
万
一
千
円
、
私
立
で
二
十
八
 

円
二
千
円
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
物
価
値
 

上
り
な
ど
で
一
割
は
多
く
な
る
も
の
と
予
 

想
さ
れ
、
こ
れ
で
い
く
と
卒
業
ま
で
、
国
 

立
が
約
百
万
円
、
私
立
が
約
百
「
干
万
円
 

必
要
に
な
り
ま
す
。
 

※
そ
こ
で
あ
な
た
に
よ
い
方
法
を
そ
っ
と
 

こ
の
学
資
づ
く
り
を
容
易
に
す
る
方
法
 

そ
れ
は
郵
便
局
の
「
み
り
お
ん
貯
金
」
 

や
「
積
立
貯
金
」
を
利
用
さ
れ
る
の
が
賢
 

明
で
す
。
 

「
み
り
お
ん
貯
金
」
に
は
七
つ
の
コ
ー
 

ス
が
あ
り
、
あ
な
た
に
ピ
ッ
タ
リ
の
も
の
 

を
選
べ
ま
す
。
 

「
積
立
貯
金
」
は
集
金
に
毎
月
参
り
ま
 

す
の
で
知
ら
ぬ
間
に
学
資
づ
く
り
が
で
き
 

ま
す
．
 

お
子
様
の
学
資
づ
く
り
は
郵
便
局
に
お
 

ま
か
せ
下
さ
い
。
 

周
到
な
計
画
／
さ
あ
ス
タ
ー
ト
で
す
ノ
ー
 

赤
池
郵
便
局
 \ 

ぐ、 



(4) ，
ー
 カ

 
あ
 

報
 

広
 

わ

た

し

の

健

康

法

 
①
 

近
代
医
学
の
め
ざ
ま
し
い
進
歩
に
よ
「
 

て
、
平
均
寿
命
は
お
ど
ろ
く
ほ
ど
延
び
て
 

い
ま
す
。
 

し
か
し
身
体
の
内
部
か
ら
お
こ
る
病
 

気
、
た
と
え
ば
、
脳
卒
中
や
、
動
脈
硬
化
 

や
癌
、
内
分
泌
、
神
経
系
の
病
気
の
よ
う
 

な
も
の
は
、
か
え
っ
て
、
ま
す
ま
す
増
え
 

て
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
病
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
ど
 

う
し
て
も
ア
防
と
早
期
診
断
に
重
点
を
お
 

か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
治
療
の
方
 

は
医
学
に
ま
か
せ
て
お
い
て
も
大
体
ま
ち
 

が
い
な
い
の
で
す
が
、
健
康
保
護
即
ち
予
 

防
医
学
の
方
は
大
部
分
，
生
活
を
主
た
る
 

一
人
の
責
任
と
し
て
自
己
の
健
康
教
養
を
 

高
め
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
ま
す
。
 

『
自
己
の
健
康
法
を
と
り
い
れ
 

て
い
る
、
山
下
さ
ん
の
健
康
法
 

を
紹
介
い
た
し
ま
す
」
 

車
道
の
歯
科
医
山
下
さ
ん
は
田
川
市
の
 

弓
道
場
へ
入
門
し
て
か
ら
」
犀
に
な
り
ま
 

す
が
、
健
康
法
と
し
て
弓
道
生
活
の
中
に
 

と
り
入
れ
た
動
機
は
（
歯
科
医
）
と
い
》
つ
 

商
売
柄
神
経
を
酷
使
す
る
関
係
も
あ
「
 

て
、
一
週
に
一
日
位
、
己
を
忘
れ
て
過
し
 

た
ら
と
考
え
、
弓
は
一
人
で
出
来
、
相
手
 

が
的
だ
か
ら
，
う
る
さ
く
も
な
く
、
健
康
 

上
に
も
良
し
、
一
石
二
鳥
と
単
純
な
考
え
 

か
ら
の
入
門
だ
そ
う
で
す
【
 

今
で
は
山
下
さ
ん
は
自
宅
に
簡
易
弓
道
 

場
を
持
ち
、
毎
日
練
習
に
余
念
な
く
励
ん
 

で
い
ま
す
。
四
年
前
、
胃
疾
患
で
ニ
カ
月
 

入
院
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
弓
道
を
始
 

め
、
精
神
的
に
も
肉
体
的
に
も
計
り
知
れ
 

ぬ
も
の
が
あ
る
そ
う
で
す
。
 

こ
つ
し
て
山
下
さ
ん
は
毎
朝
、
七
時
に
 

生活の中に弓道をいかす山下さん 

田
川
の
弓
道
場
に
通
い
、
毎
月
二
．
「
面
 

催
さ
れ
る
競
射
会
や
例
会
に
は
必
ず
顔
奏
 

出
し
、
成
績
は
一
〇
射
二
、
」
軍
で
終
り
 

か
ら
一
番
、
時
に
は
先
生
方
の
思
い
や
り
 

で
、
逆
一
等
賞
を
も
ら
い
、
道
場
で
は
山
 

下
範
士
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
呼
ば
れ
、
毎
 

日
弓
の
日
の
橿
我
の
境
地
で
過
し
て
い
る
 

そ
う
で
す
。
 

山
下
さ
ん
は
、
と
も
あ
れ
世
の
六
〇
才
 

を
越
し
た
方
大
に
、
年
寄
り
の
冷
水
な
ど
 

と
考
え
ず
に
弓
道
入
門
を
す
す
め
て
い
ま
 

す
。
こ
ん
な
楽
園
が
あ
っ
た
の
か
と
必
ず
 

弓
に
感
謝
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
 

〇
詳
細
は
赤
池
町
東
道
歯
科
医
、
 

山
下
高
義
さ
ん
へ
 

文
部
省
委
嘱
、
青
少
 

年
ス
ポ
ー
ツ
活
動
指
 

定
町
に
決
る
 

こ
の
研
究
指
定
町
は
県
下
で
三
カ
市
町
 

あ
り
ま
す
。
今
後
、
」
」
良
の
体
力
診
断
テ
 

ヌ
ト
や
、
住
民
の
健
康
を
高
め
る
こ
と
の
 

研
究
調
査
を
進
め
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
 

ツ
組
織
（
グ
ル
ー
プ
）
の
（
育
成
と
指
 

噂
）
や
、
中
学
生
を
中
心
と
し
た
、
日
本
 

体
育
協
会
に
所
属
す
る
ヌ
ポ
ー
ツ
少
年
団
 

の
育
成
に
力
を
注
ぎ
た
い
。
昭
和
四
十
一
 

年
度
で
、
五
種
目
団
体
（
卓
球
、
柔
道
、
 

野
球
、
野
外
活
動
．
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）
の
 

組
織
化
に
務
め
る
よ
う
に
計
画
し
て
い
ま
 

す。 

坊誠也田丁公民館ガ拝多車云 

公
民
館
が
移
転
し
ま
し
 

た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
 

ま
す
。
赤
池
町
公
民
館
が
 

こ
の
ほ
ど
、
旧
保
険
会
館
 

に
移
転
い
た
し
ま
し
た
。
 

こ
の
公
民
館
は
今
後
、
会
 

議
，
講
習
会
や
、
研
究
修
 

会
、
公
民
館
結
婚
式
な
ど
 

巡
回
映
写
会
 

の
お
知
ら
せ
 

赤
池
町
公
民
館
で
は
、
四
月
巡
回
映
写
 

を
次
の
日
程
で
夜
七
時
か
ら
九
時
ま
で
行
 

な
い
ま
す
。
 

七
日
 

（
草
場
公
民
館
）
 

、
九
日
 

（
七
区
公
民
館
）
 

＋
二
日
 

（
八
区
公
民
館
）
 

十
四
日
 

（
大
浦
公
民
館
）
 

工
ハ
日
 

（
鋤
木
田
公
民
館
）
 

＋
九
日
 

（
九
支
所
公
民
館
）
 

二
十
一
日
 

（
一
区
公
民
館
）
 

に
使
用
さ
れ
ま
す
．
 

公
民
館
の
事
務
局
は
従
前
ど
お
り
、
役
 

場
内
、
教
育
委
員
会
に
窓
口
が
あ
り
ま
 

す
。
公
民
館
使
用
の
場
合
は
事
務
局
ま
で
 

申
し
込
ん
で
下
さ
い
。
電
話
（
四
＋
六
番
 

）
で
す
。
 

写

真

上

 
移
転
し
た
公
民
館
 

一

 

お
 

礼一 

一
、
金
壱
封
 
世
良
謙
一
殿
 

亡
父
彦
六
氏
（
上
野
）
香
典
返
と
し
 

て
 天

郷
老
人
ホ
ー
ム
へ
 

一

 

生
ま
れ
た
人
一
 

（
二
月
生
）
 

父
 
木
下
 
敏
幸
（
昼
央
）
赤
池
 

父
 
原
田
 
高
吉
（
美
千
代
）
上
野
 

父
 
香
月
 
時
雄
（
友
 
喜
）
上
野
 

父
 
菅
 
日
出
男
（
和
 
之
）
炭
坑
 

父
 
大
竹
 
敏
広
（
章
 
子
）
赤
池
 

父
 
黒
土
 
正
彦
（
ル
 
ミ
）
市
場
 

父
 
海
野
 
法
寛
（
美
 
寿
）
赤
池
 

父
 
松
木
 

治
（
紀
 
子
）
赤
池
 

一

 

な
く
な
っ
 
た
人
一
 

安
延
 
利
雄
（
乳
 

児
）
上
野
 

山
崎
 
エ
イ
（
八
＋
九
才
）
炭
坑
 

中
村
 
シ
ン
（
八
十
七
才
）
赤
池
 

世
良
 
彦
六
（
七
十
七
才
）
上
野
 

志
平
 
松
尾
（
六
十
四
才
）
炭
坑
 

松
本
伊
勢
男
（
八
十
五
才
）
炭
坑
 

高
橋
 
ト
イ
（
八
＋
四
才
）
 老

人
ホ
ー
ム
 

体
育
協
々
会
議
 

ひ
ら
く
 

四
月
二
日
午
後
五
時
」
干
分
か
ら
、
赤
 

池
町
公
民
館
。
元
保
険
会
館
）
に
て
ひ
ら
 

き
ま
す
。
内
容
は
四
十
」
年
度
事
業
計
画
 

に
つ
い
て
。
 

子
ど
も
会
育
成
会
議
 

四
月
五
日
午
後
一
時
よ
り
役
場
内
第
一
一
 

公
民
館
に
て
ひ
ら
き
ま
す
h
 

議
題
は
、
四
＋
一
年
度
の
事
業
計
画
と
 

役
員
改
選
。
 

全
国
青
少
年
ス
ポ
ー
 

ッ
活
動
研
究
協
議
会
 

ひ
ら
く
 

」
耳
十
四
日
よ
り
十
八
日
ま
で
、
旧
オ
 

リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
村
で
，
国
が
指
定
す
る
 

、
青
少
年
ヌ
ポ
ー
ツ
活
動
研
究
協
議
会
に
 

（
公
民
館
大
谷
）
が
県
代
表
で
出
席
し
ま
 

し
た
。
こ
の
会
は
各
県
の
代
表
者
が
集
っ
 

て
、
国
が
市
町
村
へ
交
付
す
る
補
助
金
の
 

大
巾
な
要
求
や
、
青
少
年
対
策
、
各
市
町
 

村
の
情
報
交
換
な
ど
を
研
究
協
議
し
ま
し
 

た。 


